
江
刺
平
野
に
沿
け
る
土
地
改
良
の
展
開
(
下
)

阿

和

夫

部

本
研
究
は
江
刺
平
野
に
お
け
る
土
地
改
良
事
業
が
ど
の
よ
う
に
す
す
め
ら
れ
、
こ
れ
が
地
域
農
業
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
に

江刺平野における土地改良の展開(下)

つ
い
て
の
検
討
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

前
稿
で
は
水
利
開
発
の
歩
み
、
耕
地
整
理
組
合
事
業
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
背
景
、
お
よ
び
各
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
記
述
し
て
き
た
。

本
稿
は
そ
れ
を
受
け
て
、
戦
後
に
お
け
る
土
地
改
良
事
業
の
展
開
と
農
業
の
変
質
に
焦
点
を
お
い
て
論
及
し
た
。

耕
地
整
理
組
合
事
業
の
概
要
と
土
地
利
用
の
変
化

江
刺
平
野
に
お
け
る
戦
前
の
土
地
改
良
は
、
用
排
水
改
良
事
業
を
中
心
に
す
す
め
ら
れ
て
き
た
。
い
ま
各
耕
地
整
理
組
合
の
事
業
へ
の

と
り
く
み
に
つ
い
て
み
る
と
、
江
刺
耕
地
整
理
組
合
事
業
は
、
取
入
水
量
の
十
分
な
確
保
と
そ
れ
の
完
全
利
用
を
計
っ
て
、
取
入
口
と
そ

れ
に
結
び
つ
く
用
排
水
路
の
新
設
、
補
修
を
お
こ
な
う
こ
と
、
江
刺
中
央
耕
地
整
理
組
合
事
業
は
、
県
営
用
水
幹
線
改
良
事
業
の
実
施
を

契
機
と
し
て
地
域
の
慢
性
的
な
用
水
不
足
を
一
挙
に
解
決
す
る
こ
と
、
愛
宕
耕
地
整
理
組
合
事
業
は
、
江
刺
・
江
刺
中
央
地
区
の
用
水
改
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良
に
よ
る
通
水
量
の
増
加
の
た
め
深
刻
さ
を
ま
し
た
排
水
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
に
着
手
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
事
業
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の
進
展
は
、
小
河
川
お
よ
び
用
水
た
め
池
依
存
の
用
水
体
系
を
順
次
北
上
川
本
流
の
用
水
体
系
に
編
入
し
て
き
た
。

開
田
事
業
は
用
排
水
事
業
の
進
展
と
平
行
し
て
進
め
ら
れ
た
が
、
区
画
整
理
は
積
極
的
に
そ
れ
と
と
り
く
ん
だ
地
区
と
、
事
業
費
の
高

額
負
担
の
た
め
消
極
的
な
地
区
が
あ
っ
て
、
と
り
く
み
の
時
期
に
か
な
り
の
差
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
江
刺
地
区
は
、
昭
和
四
年
ま
で
そ

の
ほ
と
ん
ど
大
部
分
を
し
め
る
九
四
入
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
完
了
を
み
た
の
に
対
し
、
愛
宕
地
区
と
江
刺
中
央
地
区
の
場
合
は
戦
後
に
も
ち
こ

さ
れ
、
前
者
は
二
五
年
ま
で
に
二
四
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
後
者
は
=
二
年
に
い
た
っ
て
よ
う
や
く
七
六
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
完
成
を
み
た
の
で

あ
る
。耕
地
整
理
組
合
事
業
前
後
の
耕
地
の
変
化
に
つ
い
て
み
る
と
、
①
耕
地
の
増
加
、
②
水
田
の
増
加
、
@
畑
の
減
少
が
め
だ
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
潤
沢
な
給
水
を
前
提
に
、
そ
れ
ま
で
各
地
に
と
り
残
さ
れ
て
い
た
開
田
適
地

i
i具
体
的
に
は
山
林
、
原
野
、
荒
地
を
始
め
、
不

要
と
な
?
た
用
水
た
め
池
お
よ
び
池
沼
敷
地
な
ど
|
|
の
水
田
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
傾
向
は
、
三
事
業
区
に
平
均
し
て

認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
各
地
区
の
条
件
差
を
反
映
し
て
、
北
上
川
の
後
背
地
に
あ
た
る
平
担
な
土
地
を
多
く
有
す
る
江
刺
・
江
刺

中
央
地
区
に
そ
の
傾
向
が
強
く
、
自
然
堤
防
の
微
高
地
が
広
が
る
愛
宕
地
区
は
若
干
の
変
化
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
い
ま
大
正
二
年
と
昭

和
田
十
三
年
の
土
地
利
用
を
比
較
し
て
そ
の
変
化
を
み
る
と

T
)、
江
刺
地
区
は
、

①
北
端
の
三
照
地
区
に
多
か
っ
た
普
通
畑
、

お
よ
び

桑
園
の
ほ
と
ん
ど
が
水
田
に
変
っ
て
い
る
こ
と
、
②
北
上
川
ぞ
い
の
自
然
堤
防
ぞ
い
に
長
く
広
が
っ
て
い
た
畑
が
、
水
由
化
に
よ
っ
て
そ

の
幅
を
せ
ば
め
て
い
る
こ
と
。
@
桑
園
に
変
っ
て
果
樹
園
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
、
@
地
区
の
中
央
部
に
散
在
し
て
い
た
畑
が
い
ち
じ
る

し
く
減
少
し
、
水
田
に
変
っ
て
い
る
こ
と
、
江
刺
中
央
地
区
は
、
①
各
用
水
路
の
末
端
に
あ
た
る
西
よ
り
の
畑
が
減
少
し
て
、
水
田
に
変

っ
て
い
る
こ
と
、
②
地
区
の
東
か
ら
西
に
か
け
る
平
担
地
の
水
田
化
が
す
す
み
、
畑
が
、
き
わ
め
て
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
@
桑
園
に

変
っ
て
各
所
に
果
樹
園
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
愛
宕
地
区
は
、
①
両
年
と
も
畑
が
優
位
を
し
め
て
い
る
こ
と
、
②
旧
河
道
ぞ
い
の
低
地
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可。
江刺平野の土地利用(左:大正2年，右:昭和43年)

が
ほ
と
ん
ど
水
田
に
変
っ
て
い
る
こ
と
、

①
桑
園
が
皆
無
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
指
摘
で
き
る
。

こ
の
傾
向
を
統
計
の
上
か
ら
確
め
る

と
、
事
業
前
後
の
耕
地
の
増
加
割
合
は
、

江
刺
地
区
が
八
%
、
江
刺
中
央
地
区
が

十
二
%
、
愛
宕
地
区
が
五
%
、
水
田
率
は

江
刺
地
区
が
五
六
%
か
ら
八
四
%
、
江
刺

中
央
地
区
が
七
七
%
か
ら
八
O
V
N
、
愛
宕

地
区
が
三
O
%
か
ら
三
五
%
に
変
っ
て
い

る
。
し
か
し
こ
れ
は
事
業
区
単
位
の
も
の

で
、
地
域
の
祥
細
な
変
化
を
示
す
も
の
で

は
な
い
の
で
、
二
九
年
の
「
農
業
生
産
の

第1図

地
帯
区
分
」
ハ
2
)
に
よ
っ
て
そ
れ
を
み
る

と
、
平
坦
地
に
お
け
る
米
の
単
作
化
傾
向

と
、
自
然
堤
防
地
帯
に
お
け
る
八
米
十

畑

V
の
複
合
経
営
化
傾
向
ハ
3
〉
を
認
め
る
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こ
と
が
で
き
る
。
い
ま
江
刺
郡
ハ
4
)
の
農
業
の
変
化
を
大
正
七
年
と
昭
和
二
八
年
の
資
料
に
よ
っ
て
み
る
と
、

大
小
豆
、
雑
穀
、
わ
け
て
も
粟
・
稗
の
大
幅
な
減
少
、
@
養
蚕
の
衰
退
を
示
す
桑
園
の
減
少
、
@
い
も
類
、
野
菜
類
の
変
ら
な
い
地
位
、

①
米
作
の
発
展
、

②
麦
類

⑤
工
芸
作
物
の
発
展
、
@
果
樹
づ
く
り
の
発
展
、
⑦
乳
牛
・
豚
・
緬
羊
な
ど
家
畜
経
営
の
充
実
、
な
ど
を
指
摘
で
き
る
。
江
刺
郡
の
農
業

地
域
は
西
よ
り
の
江
刺
平
野
と
、
中
央
か
ら
東
に
か
け
る
北
上
山
地
に
わ
け
ら
れ
る
が
、
土
地
改
良
事
業
が
施
行
さ
れ
た
平
野
部
の
農
業

の
動
向
は
、
お
お
よ
そ
江
刺
郡
全
域
の
場
合
に
類
似
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

戦
後
に
お
り
る
土
地
改
良
事
業
の
動
き

と
こ
ろ
で
戦
後
に
お
け
る
農
産
物
の
価
格
政
策
は
ハ
5
V
①
戦
後
に
お
け
る
食
糧
の
絶
対
的
不
足
期
か
ら
米
以
外
の
直
接
続
制
が
廃
止

さ
れ
る
ま
で
の
時
期
ご
期
)
、
②
食
糧
事
情
が
一
応
安
定
し
な
が
ら
も
、
な
お
凶
作
な
ど
の
不
安
定
さ
を
残
し
、
世
界
的
に
は
農
a

産
物

の
過
剰
傾
向
が
め
だ
っ
て
き
た
時
期
(
二
期
)
、
@
農
業
生
産
が
飛
躍
的
に
の
び
た
昭
和
三

O
年
ご
ろ
か
ら
、
工
業
の
技
術
革
新
に
ょ
っ

@
農
工
聞
の
所
得
格
差
が
問
題
と
な
り
、
農
業
基
本
法
に
よ
る
構
造
改
善
が
強
く
お
し
す
す

て
経
済
成
長
が
み
ら
れ
た
時
期
(
三
期
)
、

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
貿
易
の
自
由
化
が
み
ら
れ
た
時
期
(
四
期
)
と
変
っ
て
き
た
。
江
刺
平
野
に
お
け
る
土
地
改
良
は
、
戦
前
に
お
け

る
耕
地
整
理
組
合
事
業
か
ら
、
戦
後
、
新
た
に
組
織
が
え
さ
れ
た
土
地
改
良
区
事
業
に
う
け
つ
が
れ
、
上
記
価
格
政
策
期
の
二
期
に
一
応

の
完
結
を
み
て
い
る
。
こ
の
間
、
土
地
改
良
の
目
標
は
、
労
働
手
段
で
あ
る
土
地
の
生
産
機
能
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
食
糧
の
増

産
を
計
る
こ
と
に
お
か
れ
た
ハ
6
u
o

江
刺
平
野
の
土
地
改
良
は
正
し
く
こ
の
動
向
じ
そ
う
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
三
期
に
入
る
と
、

「
新
長
期
経
済
計
画
期
」
に
お
け
る
景
気
の
回
復
に
よ
っ
て
農
工
聞
の
所
得
格
差
が
拡
大
し
は
じ
め
、
こ
れ
を
契
機
に
農
業
人
口
の
都
市

流
失
が
め
だ
っ
て
き
た
。
農
業
経
営
は
、
こ
の
よ
う
な
動
向
を
背
景
に
、
そ
れ
ま
で
の
土
地
生
産
力
の
向
上
を
中
心
に
し
た
改
善
か
ら
、



に
変
っ
た
の
で
あ
る
?
な

区
画
整
理
、
農
道
、
農
地
集
団
化
、
水
利
の
改
善
・
合
理
化
を
一
元
的
に
実
施
し
、
高
度
の
機
械
化
農
法
の
定
着
を
計
ろ
う
と
す
る
方
向

江
刺
平
野
の
農
業
は
、

「
新
農
山
漁
村
建
設
総
合
対
策
特
別
助
成
事
業
」

(
昭
和
三
一
年
)
、

の
制
定
に
端

を
発
し
た
「
農
業
構
造
改
善
促
進
対
策
事
業
」

並
び
に
「
農
業
基
本
法
」

な
時
代
へ
の
対
応
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
〈
8
Z
特
に
「
農
業
基
本
法
」

の
成
立
は
、

「
農
業
近
代
化
資
金
助
成
法
」
な
ど
関
係
法
の
制
定
お
よ
び
改
正
を
契
機
と
し
て
、
新
た

土
地
改
良
の
目
標
を
農
業
構
造
の
改
善
を
基
礎

手
段
と
し
て
農
業
の
近
代
化
を
計
る
方
向
に
か
え
る
と
と
も
に
、
三
λ
年
の
「
土
地
改
良
法
」
の
改
正
は
、
国
の
補
助
事
業
の
中
に
圃
場

江刺平野における土地改良の展開(下)229 

整
備
事
業
を
加
え
、
区
画
整
理
と
同
時
に

用
水
・
排
水
も
一
括
し
て
や
れ
る
し
く
み

戦後の土地改良実施地区

と
し
た
の
で
あ
る
ハ
旦
。

耕
地
整
理
組
合
事
業
が
完
結
し
て
以
後

の
江
刺
平
野
の
土
地
改
良
事
業
は
、
昭
和

四
年
か
ら
四
三
年
に
い
た
る
問
、
十

地
区
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

第2図

総
事
業
面
積
は
三
七
回
・
六
三
ヘ
ク
タ
l

ル
で
、
そ
の
う
ち
水
田
が
二
九
二
・
八
へ

ク
タ
ー
ル
と
多
い
の
は
、
こ
の
期
に
お
け

る
農
業
の
経
営
改
善
が
米
作
を
中
心
に
す
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戦後の土地改良事業

地 区 | 対象面積 | 事業年次 | 主要事業 |標準区画

1.前中野 5.0 ha 34"'35 再区画整理開田 10a 

2.片 岡 88.54 35"'36 再区画整理 19a 

3.愛宕土手外 14.62 37"'38 区画整理関畑 5 a 

4.西部平坦 162，02 38"'40 再区画整理 30a 

5.下小谷木 10.44 39 区画整理開田 10a 

6. 林 1. 02 39"'40 同 上 10a 

7.二 子 5. 7 39"'40 同 上 10a 

8.水 先 12.62 40 区画整理関田 10a 

9. 明 正 50.50 40 再区画整理関田 20a 

10.谷 地 1. 15 40"'41 同 上 10a 

11.稲瀬土手外 14.70 41"'42 区画整理関田 20.4a 

12.水先第二 5.42 42 同 上 20a 

13.三 丁 2.90 43 蒋区画整理関田 10a 

第 1表

各事業計画書

す
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
下
、
各
事
業
の
中
か
ら
、
耕
地
の
再
改
良
を
中
心
事

業
と
す
る
片
岡
地
区
区
画
整
理
事
業
お
よ
び
明
正
地
区
区

画
整
理
事
業
、
畑
の
開
田
を
中
心
事
業
と
す
る
こ
子
地
区

開
田
事
業
、
本
格
的
な
機
械
化
農
業
を
意
図
す
る
西
部
平

担
地
区
区
画
整
理
事
業
を
と
り
あ
げ
て
検
討
を
加
え
よ

う
付
片
岡
地
区
区
画
整
理
事
業

片
岡
地
区
は
江
刺
平
野
の
東
寄
り
、
旧
江
刺
耕
地
整
理

事
業
地
区
の
北
端
に
あ
り
、
総
農
家
七

O
一
戸
、
内
専
業

農
家
四
七
入
戸
、
事
業
面
積
八
九
・
六
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

事
業
区
は
一
区
七
八
・
入
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
二
区
一

0
・

八
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
現
金
収
入
部
門
は
米
の
ほ

か
、
畜
産
、
麦
類
、
果
樹
な
ど
で
あ
る
が
、
そ
の
大
半
が

米
に
依
存
す
る
典
型
的
な
米
の
単
作
地
で
あ
る
ω

事
業
区

の
う
ち
一
区
は
大
正
初
期
に
区
画
整
理
ず
み
の
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
農
道
の
幅
員
が
狭
小
で
あ
る
と
と
も
に
用
排
水



路
が
老
朽
化
し
て
き
た
こ
と
、
二
区
は
区
画
の
不
整
を
正
す
と
と
も
に
農
道
の
適
正
な
配
置
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
、
事
業
が
と

り
あ
げ
ら
れ
る
発
端
と
な
っ
て
い
る
。

事
業
の
重
点
は
、
①
支
線
道
路
の
幅
員
を
ニ
・

0
0メ
ー
ト
ル
か
ら
二
・
七
五
メ
ー
ト
ル
に
、
農
道
の
幅
員
を
一
・
八
二
メ
ー
ト
ル
に

補
正
す
る
こ
と
。
②
用
排
水
路
を
完
備
す
る
こ
と
、
@
一
区
の
未
整
理
地
入
・
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
二
区
の
水
田
九
・
九
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

一
0
ア
ー
ル
の
標
準
区
画
に
補
正
す
る
こ
と
、
④
耕
地
の
集
団
化
を
計
り
、

一
0
ア
ー
ル
未
満
の
区
画
を
一

O
七
か
ら
一
一
一
団
地
に
、

O
か
ら
三

0
ア
ー
ル
の
区
画
を
四
三
三
か
ら
一
八
四
団
地
に
、

一
団
地
の
平
均
面
積
を
一
一
ア
ー
ル
か
ら
一
五
ア
ー
ル
に
補
正
す
る
こ
と

で
あ
る
。
事
業
の
効
果
は
土
地
生
産
力
の
向
上
と
単
位
所
要
労
働
の
短
縮
に
集
約
さ
れ
る
。

江刺平野における土地改良の展開(下)

。
明
正
地
区
区
画
整
理
事
業

明
正
地
区
は
江
刺
平
野
の
最
南
端
に
位
置
す
る
。
事
業
面
積
は
五

0
・
五

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
内
水
田
三
四
・
六
人
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑
一

一
・
六
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
総
農
家
は
一
五
六
戸
で
、
専
業
農
家
七
五
戸
の
う
ち
五
二
戸
が
所
有
耕
地
五

0
ア
ー
ル
以
下
の
零
細
農
家
で
あ

る
。
こ
の
地
区
は
明
治
未
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
区
画
整
理
を
施
行
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
時
の
人
力
牛
馬
耕
を
前
提
に
し
た
も

の
で
あ
っ
た
た
め
、
耕
作
に
い
ろ
い
ろ
支
障
を
き
た
し
て
き
た
。
ま
た
用
水
路
は
断
面
が
不
良
で
あ
る
上
・
排
水
路
と
の
兼
用
が
多
か
っ

た
た
め
用
排
水
と
も
不
十
分
で
、
豪
雨
の
際
は
末
端
水
路
付
近
の
長
期
湛
水
が
普
通
で
あ
っ
た
。

主
な
事
業
は
、
①
一
六

0
メ
ー
ト
ル
間
隔
に
幅
四
・
五
メ
ー
ト
ル
の
幹
線
道
路
と
三
・
五
メ
ー
ト
ル
の
支
道
を
つ
く
る
こ
と
、
②
道
路

の
両
側
に
用
水
路
と
専
用
排
水
路
を
設
け
て
濯
淑
排
水
の
適
正
を
計
る
こ
と
、
③
湿
田
の
乾
固
化
を
計
る
こ
と
、
@
二

0
ア
ー
ル
を
標
準
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に
区
画
整
理
を
お
こ
な
う
こ
と
、
⑤
用
水
は
既
設
の
荒
川
頭
首
工
を
利
用
す
る
が
、
開
団
地
(
四
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
)

は
旧
田
の
排
水
を

ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
て
利
用
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
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事
業
の
気
運
は
、
数
年
前
、
耕
地
の
再
改
良
を
お
こ
な
っ
て
い
ち
じ
る
し
く
生
産
力
の
向
上
を
み
た
片
岡
地
区
を
教
訓
に
し
て
生
じ
て

い
る
。
な
お
こ
の
地
区
は
既
述
の
よ
う
に
零
細
農
家
が
多
い
た
め
、
耕
地
の
標
準
区
画
を
大
き
く
し
て
も
、
耕
作
に
あ
た
っ
て
は
そ
れ
の

細
分
化
が
さ
け
ら
れ
な
い
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
関
係
者
は
、
目
立
農
家
の
育
成
と
経
営
規
模
の
拡
大
の
方
法
と
し
て
、
零
細
な
兼

業
農
家
に
対
し
て
積
極
的
じ
離
農
を
す
す
め
る
な
ど
の
対
策
を
と
っ
て
い
る

ay

同
二
子
地
区
開
田
事
業

二
子
地
区
は
愛
宕
の
南
端
、
北
上
川
と
人
首
川
の
合
流
点
付
近
の
平
担
地
で
あ
る
。
三
一
三
戸
の
農
家
す
べ
て
が
専
業
農
家
で
、

一
戸
あ

た
り
の
所
有
耕
地
は
水
田
三
八
ア
ー
ル
、
畑
五
七
ア
ー
ル
、
計
九
五
ア
ー
ル
で
あ
る
。
事
業
の
対
象
地
は
昭
和
二
三
年
に
区
画
整
理
を
お

こ
な
っ
た
五
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畑
で
あ
る
。
こ
の
地
区
の
畑
経
営
は
麦
・
大
豆
の
作
付
が
主
で
、
こ
れ
に
野
菜
が
若
干
加
わ
る
程
度
で

あ
っ
た
。
畑
の
単
位
収
量
は
、
米
作
に
く
ら
べ
い
ち
じ
る
し
く
少
な
い
上
、
不
安
定
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
事
業
に
か
け
る
農
民
の
期
待

も
そ
れ
だ
け
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。
事
業
の
ね
ら
い
は
経
営
が
畑
部
門
に
か
た
よ
っ
て
い
る
点
を
改
め
、
米
作
の
地
位
を
高
め
る
こ
と

に
お
か
れ
た
。

事
業
内
容
は
畑
の
全
面
的
な
開
田
で
あ
る
が
、
こ
の
他
、
①
区
画
は
既
に
整
理
ず
み
の
一

0
ア
ー
ル
区
画
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
、
若
干

の
境
界
移
動
を
お
こ
な
う
こ
と
、
@
耕
地
の
集
団
化
を
強
化
す
る
こ
と
、
@
用
水
は
古
川
排
水
路
か
ら
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
て
利
用
す
る
こ

と
な
ど
で
あ
る
。
事
業
の
直
接
的
な
効
果
は
、
米
作
の
強
化
に
よ
る
所
得
の
向
上
と
安
定
に
あ
る
が
、
な
お
副
次
的
な
効
果
と
し
て
は
、

水
田
作
業
の
能
率
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
余
剰
労
働
を
、
地
区
外
に
あ
る
畑
に
投
入
し
て
、
野
菜
・
ホ
ッ
プ
・
た
ば
こ
な
ど
の
経
営
拡
大
を

計
り
、
こ
の
部
門
か
ら
の
所
得
の
向
上
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

伺
江
刺
西
部
平
坦
地
区
区
画
整
理
事
業



西
部
平
坦
地
区
は
平
野
の
束
、
や
や
北
寄
り
に
位
置
し
、
事
業
面
積
は
水
田
一
一
一
八
・
九
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑
一
七
・
九
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
原
野

0
・
ご
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
計
一
六
七
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
こ
の
地
区
は
旧
江
刺
耕
地
整
理
組
合
事
業
に
よ
っ
て
一

O
ア

ー
ル
区
画
の
整
理
を
お
こ
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
当
時
の
人
力
畜
力
に
よ
る
農
作
業
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
た

め
、
そ
れ
の
補
正
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
百
三

①
水
田
の
再
区
画
整
理
を
お
こ
な
う
こ
と
、
②
用
排
水
路
の
変

事
業
の
概
要
は
、

更
・
改
修
・
新
設
を
行
な
う
こ
と
、
@
用
排
水
の
分
離
を
行
な
う
こ
と
、
@
農
道
の
補
正
を
行
な
う
こ
と
、
⑤
耕
地
の
集
団
化
を
す
す
め

る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
①
水
田
の
区
画
を
長
辺
一

0
0メ
ー
ト
ル
、
短
辺
三

0
メ
ー
ト
ル
の
三

0
ア
ー
ル
区
画
に
す
る
こ

と
、
②
用
排
水
系
統
を
整
備
し
て
水
管
理
が
自
由
に
行
な
え
る
よ
う
に
整
備
す
る
こ
と
、
③
農
道
を
耕
地
区
の
一
辺
に
沿
わ
せ
、
幹
線
道

江刺平野における土地改良の展開(下)

路
の
幅
員
を
六
・
五
メ
ー
ト
ル
、
支
線
道
路
の
幅
員
を
四
・
五
メ
ー
ト
ル
に
す
る
と
と
も
に
、
路
面
構
造
を
強
化
し
て
各
種
機
械
の
運
行

に
支
障
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
④
育
首
管
理
の
充
実
の
た
め
住
宅
に
近
い
と
こ
ろ
に
集
団
苗
代
を
つ
く
る
こ
と
、
⑤
旧
耕
地
整
理
法

下
に
お
け
る
現
地
本
位
の
事
業
の
た
め
不
十
分
だ
っ
た
耕
地
の
集
団
化
を
計
る
こ
と
、
⑤
稲
作
品
種
の
統
一
に
よ
っ
て
機
械
力
に
よ
る
一

貫
作
業
の
条
件
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
薬
剤
散
布
な
ど
の
作
業
効
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
事
業
の
直
接
的
な
ね
ら
い
は
、
土
地
基
盤
を
整
備
し
て
米
作
の
安
定
化
と
肥
培
管
理
を
容
易
に
す
る
と
と
も
に
機
械
化
、

一
貫
作

業
に
よ
る
省
力
化
を
促
進
し
て
、
農
業
経
営
の
合
理
化
を
計
ろ
う
と
す
る
点
に
あ
る
。
な
お
水
田
作
業
の
省
力
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
余
剰

労
力
を
補
完
作
目
と
し
て
の
豚
飼
育
に
あ
て
て
所
得
の
向
上
を
意
図
し
て
い
る
点
は
、
関
係
事
業
を
も
っ
て
一
切
の
事
業
の
終
了
と
し
た

戦
前
段
階
の
事
業
と
大
き
く
違
っ
て
い
る
。
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以
上
、
耕
地
整
理
組
合
事
業
が
完
結
し
て
以
後
、
各
地
で
施
行
さ
れ
た
土
地
改
良
一
事
業
の
う
ち
代
表
的
な
事
例
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
概

略
に
ふ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
各
事
業
と
も
戦
前
の
用
水
改
良
事
業
を
う
け
つ
ぎ
な
が
ら
耕
地
の
再
改
良
を
お
こ
な
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っ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
経
営
改
善
の
視
点
を
労
働
生
産
性
の
向
上
に
お
い
て
と
り
く
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
事
業
内
容
が
各
地

区
と
も
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
の
は
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
た
耕
地
整
理
組
合
事
業
に
よ
っ
て
、
耕
地
条
件
の
地
域
差
が

稀
簿
に
な
っ
た
こ
と
に
関
係
す
る
と
み
て
い
い
で
あ
ろ
う
。

用
排
水
の
再
改
良
と
園
場
整
備
事
業

既
述
の
よ
う
に
江
刺
平
野
の
用
水
幹
線
事
業
は
、
北
上
川
を
主
水
源
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
農
業
生
産
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て

き
た
。
し
か
し
こ
の
施
設
も
事
業
の
終
了
時
点
か
ら
約
四

O
年
の
経
過
を
み
て
老
朽
化
が
め
だ
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
昭
和
四
三
年
に
い

た
っ
て
江
刺
平
野
の
ほ
ぼ
全
域
に
お
よ
ぶ
県
営
江
刺
土
地
改
良
事
業
(
用
排
水
改
良
事
業
と
圃
場
整
備
事
業
に
わ
け
ら
れ
る
)
が
と
り
あ

げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
事
業
の
う
ち
県
営
江
刺
地
区
用
排
水
改
良
事
業
は
、
四
四
年
度
に
事
業
着
手
、
五

0
年
度
に
完
了
の
予
定
で
あ
る
。
い
ま
こ
の
事
業

が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
要
因
を
摘
記
す
る
な
ら
ば
、
取
水
施
設
に
関
し
て
は
、
①
北
上
川
本
流
の
取
水
施
設
で
あ
る
立
花
頭
首

工
の
老
朽
化
の
た
め
用
水
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
こ
と
、
②
ま
た
そ
の
こ
と
に
関
連
し
て
取
水
施
設
の
維
持
に
多
大
の
費
用
を
要

す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
、
用
水
に
つ
い
て
は
、
①
水
路
の
老
朽
化
の
た
め
通
水
中
の
用
水
の
損
失
が
実
測
で
二
四
%
と
多
く
な
り
、

代
掻
期
間
中
の
用
水
不
足
が
慢
性
化
し
て
き
た
こ
と
、
②
平
野
各
地
に
お
け
る
開
田
面
積
の
増
大
に
よ
り
濯
萩
所
要
水
量
が
大
幅
に
増
え

て
き
た
こ
と
、
①
補
助
水
源
で
あ
る
広
瀬
川
、
人
首
川
、
伊
手
川
の
上
・
中
流
域
の
開
田
に
よ
り
、
下
流
部
の
利
用
可
能
量
が
大
幅
に
減

少
し
て
き
た
こ
と
、
排
水
に
つ
い
て
は
、
①
北
上
川
の
外
水
位
に
よ
り
古
川
、
窪
田
排
水
路
の
排
水
不
良
が
め
だ
っ
て
き
た
こ
と
、
②
地

区
を
横
断
し
て
北
上
川
に
流
下
す
る
広
瀬
川
、
伊
手
川
、
荒
川
下
流
部
が
、
外
水
位
お
よ
び
背
水
位
の
た
め
排
水
不
良
と
な
っ
て
き
た
こ



と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

事
業
計
画
は
、
①
本
流
の
取
水
施
設
で
あ
る
立
花
頭
首
工
は
水
理
的
に
十
分
利
用
で
き
る
位
置
に
あ
る
た
め
、
そ
の
改
修
を
計
り
、
堰

体
を
六
脚
ブ
ロ
ッ
ク
、
幅
二
・
九

0
メ
ー
ト
ル
、
重
量
二
ト
ン
と
し
、
こ
れ
に
幅
員
一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
ゲ
1

ト
を
二
門
設
け
る
こ
と
、
②
幹
線
用
水
路
の
取
水
量
は
、
五
月
中
旬
に
お
け
る
最
大
利
用
量
毎
秒
四
・
二
三
立
万
メ
ー
ト
ル
、
通
水
時
の

損
失
量
一
五
%
を
考
慮
し
て
、
最
大
毎
秒
四
・
九
七
立
万
メ
ー
ト
ル
に
す
る
こ
と
、
③
幹
線
水
路
、
高
倉
水
路
、
片
岡
水
路
、
餅
田
水
路

を
ほ
ぼ
現
況
路
線
に
そ
っ
て
改
修
し
、
適
正
な
配
水
の
た
め
に
分
水
口
の
統
廃
合
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
市
街
中
心
部
の
通
過
を
さ
け

る
た
め
岩
谷
堂
水
路
を
設
け
る
こ
と
、
④
用
水
路
(
二
一
了
九
七
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
の
構
造
は
水
路
の
片
側
に
道
路
が
多
い
こ
と
、
お

江刺平野における土地改良の展開(下)

よ
び
用
地
費
の
関
係
か
ら
三
面
舗
装
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ラ
イ
ニ
ン
グ
と
し
、
大
部
分
を
開
渠
と
す
る
こ
と
、
⑤
用
水
末
端
部
の
排
水
不
良
地

区
の
解
消
の
た
め
、
中
島
、
古
川
、
力
石
、
窪
田
、
鍋
田
地
区
に
排
水
機
を
設
置
し
て
能
率
的
な
排
水
を
計
る
と
と
も
に
、
地
下
水
排
除

を
ね
ら
っ
て
一
部
幹
線
水
路
を
改
修
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
米
作
近
代
化
の
努
力
は
、
以
上
の
用
排
水
の
改
良
と
と
も
に
耕
作
技
術
面
で
も
着
実
に
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
い
ま
江
刺
平

野
の
北
部
に
位
置
す
る
稲
瀬
地
区
の
米
作
の
経
営
改
善
の
動
き
を
記
す
な
ら
ば
、
第
二
表
の
ご
と
く
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
に
一
貫
し
て
み

ら
れ
る
も
の
は
機
械
化
農
業
へ
の
確
か
な
足
ど
り
で
あ
る
。
こ
の
間
、
稲
瀬
農
協
は
昭
和
三
九
年
に
策
定
し
た
農
業
振
興
計
画
に
そ
っ
て
、

水
稲
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
部
門
の
積
極
的
な
育
成
と
稲
作
省
力
化
、

更
に
作
目
毎
の
生
産
組
織
の
整
理
に
力
を
注
い
で
い
る
詰
〉
。

作
に
つ
い
て
は
、
①
省
力
化
に
よ
る
規
模
の
拡
大
、
②
コ
ス
ト
の
安
い
良
質
米
の
生
産
、
③
流
通
の
近
代
化
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ
の
実

特
に
米

235 

現
の
た
め
に
属
地
集
団
に
よ
る
完
全
協
業
方
式
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
米
作
団
地
は
四
七
年
現
在
入
部
落
で
結
成
さ
れ
、
集
団
栽
培
は

当
初
の
計
画
に
そ
っ
て
進
行
中
で
あ
る
。
こ
の
地
区
に
お
い
て
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
米
作
の
技
術
体
系
は
第
三
表
の
ご
と
く
で
、
そ
の
特
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B 

稲瀬農協の稲作近代化の推進

新農村建設事業によりトラクター導入

同事業により動力防除機24台導入

大型トラクターによる水田の深耕試験実施

水稲の湛水直潜実施

ヘリコプターによる農薬空中散布実施

農業構造改善事業により土地基盤整備事業実施

同事業によりトラクター3台及び作業機一式導入

大型シードドリ jレによる乾田直播試験実施

水稲集団栽培組合(上三照集団)誕生

大型機械化一貫作業実施

施肥合理化のため，全面高度化成切替

大型コンパインによる収穫作業実施

農業構造改善事業により自脱，刈取(10セット)導入

1，000トン貯蔵と乾燥能力をもっカントリーエレベーター設置 L

農業構造改善事業により大型コンパイン導入

高度集団事業により大型コンパイン導入

機械によるパラ輸送，パラ施肥 (BB肥料)実施

高度集団事業によりコンパイン， トラクター導入

2，000トンの貯蔵，乾燥能力をもっカントリーエレベーター建 1

設

ヘリコプターによる農薬の微量散布実施

米生産総合改善ノfイロット事業によりコンパイン (4台)

クター導入

高度生産集団育成対策事業により育首センタ{設置

トラ

第2表

昭和33年

昭和35"'36年

昭和35"'40年

昭和37年から

昭和38年

昭和44年

昭和39，.....40年

昭和39年

昭和40"'41年

昭和40年

昭和40年から

昭和41年

昭和42年

昭和43年から

昭和43年

昭和45年

色
は
機
械
化
に
よ
る
一
貫
作
業
と
労

稲瀬農協「ご案内」による

働
生
産
性
の
向
上
に
要
約
さ
れ
る
。

以
上
の
諸
点
に
注
意
す
る
な
ら

ば
、
用
排
水
の
再
改
良
の
要
求
は
、

既
述
の
よ
う
に
関
係
諸
施
設
の
老
朽

化
に
直
接
の
要
因
が
あ
る
と
は
い

ぇ
、
そ
の
背
景
に
は
米
作
技
術
体
系

の
変
革
が
あ
っ
て
、
そ
れ
の
実
現
の

た
め
用
水
の
安
定
給
水
が
必
要
と
な

っ
た
こ
と
に
こ
そ
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
県
営
土
地
改
良
事
業

は
、
用
排
水
改
良
単
独
の
事
業
で
は

な
く
、
関
連
事
業
と
し
て
闘
場
整
備

事
業
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既

述
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
事
業

は
、
三

0
ア
ー
ル
の
大
圃
場
区
画
整
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稲作技術体系

作業名等| 技 術 内 生".計， 

'品 種|トヨニシキ(晩)，ササニシキ(晩)の二品種に統一(100%統一)

種子予措|人力で種子消毒，催芽は共同

育苗センター利用による稚苗，育苗

耕起一一トラクタ-，苗代面積lOa当12坪

苗 代 施肥一一苗代配合肥料，坪当800g(N80g， P128g， K80g)， 

種子量10a当3""4 kg 

様式一一トンネノレ折表首代で4月中旬矯種

:本田耕起 Iトラクター，ロータリー耕
(秋耕は11月，春耕は4月下旬""5月上旬)

整 地|トラクター(水田ハロー)

l 施 n~ 
B.B肥料50"'60kg(N 8 kg， P 9 kg， K 8 kg) 

ブロードキャスターによるパラ散布

田 植|機械及人力で5月中下旬，栽植株数恥札本数3"'5本

除 草 13回散粒機による除草剤散布側，サターン5，MCP) 

追 肥|人力で2団施肥 (6月上旬， 7月中旬)

病害虫 I 動力防除機およびヘリコプターにより 4回散布
防除 (7月中旬， 8月上旬， 8月中旬)

濯排水I活着後は浅水管理，有効茎決定後間断かん水，減水分裂期，出穂
期は深水， 9月上旬落水

収
|刈取り 脱一コ…ンμ川…パ刈イ作ンおよ削叫山型コンωμ…ノパミ
穫 トラックで搬入，生ワラはそのまま敷込み

乾籾燥摺・・貯売蔵渡 Iカントリーエレベーター利用

目標収量 110:当 60向

第3表

備
、
農
地
の
集

稲瀬農協「ご案内Jによる

不
良
地
の
乾
田

固
化
、
農
道
お

よ
び
用
排
水
の

再
配
置
、
排
水

化
を
お
こ
な
っ

て
、
本
格
的
な

機
械
化
農
業
の

基
盤
を
つ
く
る

と
と
も
に
、
米

作
の
省
力
化
に

よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
た
余
剰
労

働
力
を
特
産
作

物
お
よ
び
畜
産

経
営
に
ふ
り
む

け
る
こ
と
を
計
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っ
た
も
の
で
あ
る
む

事
業
の
対
象
地
は
、
平
野
の
中
央
部
を
東
西
に
走
る
県
道
ぞ
い
の
土
地
を
境
に
、
江
刺
地
区
圃
場
整
備
事
業
区
(
北
部
)
と
江
刺
中
央

地
区
圃
場
整
備
事
業
区
(
南
部
)

の
二
つ
に
わ
か
れ
、
そ
の
面
積
は
ご
事
業
区
合
せ
て
一
三

O
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
事
業
対
象
か
ら

は
ず
れ
て
い
る
の
は
、
①
昭
和
三
四
年
か
ら
四

0
年
度
に
か
け
て
一

0
ア
ー
ル
な
い
し
二

0
ア
ー
ル
区
画
に
再
整
理
お
よ
び
新
ら
し
く
開

回
整
理
し
た
北
上
川
ぞ
い
の
各
事
業
区
、
②
同
じ
く
北
上
川
、
そ
い
で
商
業
的
な
畑
作
経
営
を
お
こ
な
っ
て
い
る
地
区
、
@
三

0
ア
ー
ル
に

区
画
整
理
ず
み
の
人
首
川
右
岸
地
域
と
一
九
ア
ー
ル
に
区
画
整
理
ず
み
の
人
首
川
左
岸
地
域
の
一
部
、
④
都
市
的
土
地
利
用
の
進
展
が
期

持
さ
れ
る
岩
谷
堂
(
江
刺
市
の
中
心
地
)

の
市
街
地
周
辺
と
、
水
沢
市
に
通
じ
る
県
道
ぞ
い
の
地
区
、
な
ら
び
に
平
野
南
端
の
羽
田
地
区

の
一
部
で
あ
る
。
い
ま
閏
場
整
備
事
業
地
区
と
戦
前
の
耕
地
整
理
組
合
事
業
地
区
を
照
合
す
る
な
ら
ば
、
新
ら
し
い
事
業
区
は
、
江
刺
耕

地
整
理
組
合
地
区
と
江
刺
中
央
耕
地
整
理
組
合
地
区
に
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
地
域
こ

そ
平
野
に
お
け
る
米
作
の
中
核
地
で
、
大
正
以
降
、
米
の
単
作
化
を
指
向
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
の
生
産
力
向
上
に
つ
と
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
平
野
の
広
範
囲
に
わ
た
る
土
地
改
良
事
業
が
、
こ
の
時
期
に
い
た
っ
て
再
び
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
農
業
就
業
λ
ロ
の
減

少
を
契
機
に
新
ら
し
い
米
作
技
術
体
系
を
確
立
す
ベ
く
、
と
り
あ
げ
ら
れ
る
べ
く
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

既
述
の
よ
う
に
こ
の
事
業
は
、
圃
場
整
備
事
業
を
主
要
事
業
と
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
契
機
に
農
業
経
営
の
変
革
を
計
る
も
の
で
あ
る
。

い
ま
事
業
内
容
に
お
い
て
こ
れ
の
先
駆
的
な
事
業
と
い
え
る
江
刺
西
部
平
坦
地
区
事
業
を
と
り
あ
げ
、
若
干
の
検
討
を
加
え
た
い
。
同
事

業
の
第
一
の
ね
ら
い
は
農
業
総
生
産
の
七
一
%
を
し
め
る
米
を
基
幹
作
目
と
し
て
固
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
耕
地
の
基
盤
整

備
に
よ
っ
て
機
械
の
高
度
利
用
と
適
期
適
作
を
計
る
と
と
も
に
、
深
耕
多
肥
栽
培
の
技
術
革
新
に
よ
っ
て
反
収
を
四
九
五
キ
ロ
か
ら
五
九

0
キ
ロ
ヘ
、
生
産
量
を
二
一
七
二
ト
ン
か
ら
二
六
回
二
ト
ン
へ
、
生
産
額
を
一
九
八
三
六
・
七
万
円
か
ら
二
六
九
二
五
・

O
万
円
に
引
き



あ
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
農
業
改
善
事
業
は
そ
れ
を
う
け
て
、
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
一
貫
作
業
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
薬
剤
散
布
、

コ
ン

パ
イ
ン
に
よ
る
収
穫
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
乾
燥
・
調
整
・
貯
蔵
を
計
り
、
耕
作
は
ま
た
苗
代
づ
く
り
か
ら
一
般
作
業
に
い
た
る
ま

で
積
極
的
に
協
業
化
を
す
す
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
米
の
単
位
労
働
時
間
は
一
七
二
時
間
か
ら
八
二
時
間
、
乳
牛
は
六
八
四
時

♂¥ 

聞
か
ら
五
回

0
時
間
、
和
牛
は
六
七
九
時
間
か
ら
六
一
四
時
間
、
豚
は
二
九
五
時
間
か
ら
一
二
五
時
間
に
、
そ
し
て
耕
種
と
畜
産
の
総
労

働
時
間
は
一
五
三
・
四
万
時
間
(
一
九
一
、

0
0
0
)
人
か
ら
一
、
三
八
八
時
間
(
一
七
三
、

0
0
0人
)
に
短
縮
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
こ
の
よ
う
な
合
理
化
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
余
剰
労
働
力
(
一
八
、

0
0
0人
)
を
補
助
作
目
で
あ
る
豚
な
ど
の
畜
産
経
営
に
あ
て

江刺平野における土地改良の展開(下)

て
農
業
生
産
力
の
大
幅
な
向
上
を
ね
ら
っ
て
い
る
ハ
泊
三

四

土
地
改
良
後
の
農
業
の
動
き

以
上
、
戦
後
の
土
地
改
良
に
と
も
な
う
米
作
の
変
化
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
土
地
改
良
事
業
に
よ
る
経
営
基
盤
の
強
化
は
、

農
業
機
械
化
の
前
提
に
な
る
と
と
も
に
新
ら
し
い
農
業
地
域
編
成
の
基
礎
的
な
条
件
と
も
な
る

2
3
既
述
の
よ
う
に
江
刺
平
野
に
お
け

る
土
地
改
良
は
岩
谷
堂
、
愛
宕
、
田
原
、
稲
瀬
の
各
地
区
を
中
心
に
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
う
ち
全
地
域
が
事
業
の
対
象
地
と
な

っ
た
の
は
愛
宕
地
区
の
み
で
あ
る
。

い
ま
、
こ
の
点
に
注
意
し
な
が
ら
、
戦
後
の
土
地
改
良
事
業
に
と
も
な
う
農
業
の
変
化
に
つ
い
て
若

干
の
検
討
を
加
え
て
お
こ
う
。

四
表
は
、
昭
和
二
八
年
と
、
四
五
年
の
江
刺
市
の
農
業
人
口
と
農
業
戸
数
の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
農
業
人
口

は
お
お
よ
そ
四
分
の
一
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
、
農
業
戸
数
の
方
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
経
営
耕
地
広
狭
別
の
農
家

239 

戸
数
の
割
合
は
、
全
体
と
し
て

0
・
五

l
一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
中
堅
農
家
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
、

0
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
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農業人口と農家戸数

農家戸数

地 区 年 次 農家人口 兼 業
総 数 専 業

第一種|第二種

28年 50，883 
江刺市

45年 30，181 6，079 763 3，091 2，225 

28年 4，577 695 350 210 135 
岩谷堂

45年 3，340 700 76 307 317 

28年 5，343 786 433 247 106 
愛 宕

45年 3，949 774 147 353 274 

28年 4，681 657 245 357. 55 
田 原

45年 3，517 691 60 390 241 

28年 6，131 935 487 304 144 
稲 瀬

45年 3，525 725 82 369 274 

第4表

江刺市と稲瀬は地域に変動がある。

28年岩手県統計年鑑， 45年世界農林業センサス

以
下
が
や
や
減
少
、

一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
が
大
幅

な
増
加
と
な
っ
て
階
層
分
化
の
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
こ
れ
は
平
野
部
以
外
の
地
域
が
か
な
り
入

っ
て
い
る
の
で
、
地
区
全
体
が
平
野
内
に
位
置
す
る
愛

宕
を
例
に
と
っ
て
み
る
と
、
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
が

九
・
二
%
か
ら
ニ

0
・
九
%
、

0
・五

l
-
・
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
五
九
・
二
%
か
ら
五
五
・
一
%
、

一
・
五
へ

ク
タ
l
ル
以
上
が
一
二
・
三
%
か
ら
一
二
・
九
%
と
変

っ
た
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ
は
平
野
部
に
お
け
る
戦
後
の

土
地
改
良
は
、
戦
前
の
耕
地
整
理
組
合
事
業
の
成
果
を

う
け
つ
い
だ
も
の
で
あ
っ
て
、
周
辺
部
の
未
墾
地
の
開

墾
を
含
ん
だ
改
良
事
業
と
根
本
的
に
ち
が
う
も
の
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
階
層
分
化
の
傾
向
が
極
め
て

弱
い
第
一
の
要
因
も
こ
の
点
に
求
め
ら
れ
よ
う
@

か
つ
て
馬
場
昭
氏
は
米
作
の
動
向
を
検
討
し
て
貧
)

東
北
平
坦
部
の
米
作
は
個
別
経
営
の
規
模
拡
大
の
可
能

性
が
制
約
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
機
械
化
を
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(昭44.2.1)

~ 
岩谷堂 愛 宕 田 原

1位 I2位 1位 I2佼
稲 作 595 16 629 58 615 36 673 12 

耕
施設園芸 2 3 2 2 3 

野 莱 類 3 18 66 299 7 6 95 

果 樹 類 3 15 10 72 1 1 1 22 

工芸作物 6 57 6 79 17 108 7 74 

その他作物 3 39 5 31 10 70 9 21 

酪 農 6 31 3 17 117 13 19 

畜
肉 牛 91 1 20 109 1 97 

養 豚 9 49 8 25 4 9 4 41 

養 鶏 1 15 1 5 4 12 29 

産
ブロイラー 2 

その他畜産 4 10 25 10 1 59 

養 3 

販 売 な し 73 35 19 32 

2位の販売なし 362 154 244 一 274 

-d 計| 700 777 688 749 

農畜産物販売金額1位2位経営部門別農家第5表

江刺市農業振興協議会「参考資料」

中
心
と
す
る
技
術
の
新
ら
し
い

進
歩
を
み
、
そ
の
対
応
策
と
し

て
生
産
の
組
織
化
が
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
い

る
。
先
に
み
た
稲
瀬
地
区
の
水

稲
集
団
化
の
動
き
は
、
こ
の
端

的
な
例
と
み
て
い
い
で
あ
ろ

う
各
地
区
の
農
業
機
械
の
普
及

状
況
に
つ
い
て
み
る
と
、
種
類

別
に
は
動
力
耕
転
機
、
農
用
ト

ラ
ク
タ

l
の
導
入
率
が
高
く
、

」
れ
ら
の
利
用
率
は
、
各
地
区

と
も
九

O
M以
上
の
高
率
と
な

っ
て
い
る
。
動
力
刈
取
機
、

コ

ン
パ
イ
ン
の
利
用
は
、
地
区
全

体
で
一

ovm台
の
利
用
率
に
と



242 

ど
ま
っ
て
い
る
が
、
稲
瀬
・
愛
宕
が
二

O
%前
後
の
高
率
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
地
区
に
お
け
る
大
型
圃
場
整
備
事
業
の
進
行
が
他

地
区
に
率
先
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
係
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

既
述
の
よ
う
に
平
野
の
農
業
は
、
耕
地
整
理
組
合
事
業
に
よ
っ
て
米
の
単
作
化
傾
向
を
指
向
し
て
き
た
が
、
こ
の
傾
向
は
戦
後
の
土
地

改
良
事
業
後
も
う
け
つ
が
れ
て
い
る
。
第
五
表
は
農
畜
産
物
販
売
金
額
一
位
お
よ
び
二
位
経
営
部
門
別
農
家
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

い
ま
同
表
お
よ
び
実
態
調
査
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
、
近
年
の
農
業
の
動
き
を
摘
記
す
る
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
川
米
作
を

一
位
と
す
る
も
の
が
各
地
区
と
も
圧
倒
的
に
多
く
全
農
家
の
八
一

l
九
O
%も
し
め
る
。
ま
た
二
位
の
販
売
部
門
な
し
と
す
る
農
家
が
全

体
の
三
分
の
一
を
こ
え
て
い
る
こ
と
は
、
前
者
と
と
も
に
米
作
の
単
作
化
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
間
二
位
の
経
営

部
門
が
野
菜
類
、
果
樹
類
、
工
芸
作
物
、
各
種
畜
産
と
多
く
に
わ
か
れ
、

し
か
も
米
作
を
し
の
い
で
い
る
点
は
、
八
米

+
α
Vの
複
合
経

営
が
米
の
単
作
に
つ
い
で
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
ア
ル
フ
ァ
部
門
は
か
つ
て
の
複
数
編
成
か
ら
単
数
と
な
っ
て
い
る
の
も
近
年

の
傾
向
で
あ
る
。
間
以
上
を
地
域
的
に
み
る
と
、
平
野
の
低
地
部
に
位
置
す
る
東
部
一
帯
が
米
の
単
作
、
自
然
堤
防
上
に
位
置
す
る
西
部

一
帯
が
〈
米

+
α
Vの
複
合
経
営
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
西
部
の
ア
ル
フ
ァ
部
門
は
、
施
設
園
芸
、
野
菜
類
、
果
樹
類
、
工
芸
作
物

に
か
た
よ
り
、
地
域
を
こ
え
て
各
地
に
認
め
ら
れ
る
の
は
畜
産
と
な
っ
て
い
る
。
凶
ア
ル
フ
ァ
部
門
の
経
営
は
、
従
来
の
個
別
的
経
営
か

ら
、
生
産
共
同
組
合
を
組
織
し
、
共
同
育
苗
、
品
種
統
一
、
共
同
選
果
、
共
同
出
荷
、
共
同
防
除
、
共
同
処
理
加
工
な
ど
集
団
的
な
管
理

-
経
営
方
式
へ
移
行
す
る
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

五

結

ぴ

以
上
、
江
刺
平
野
に
お
け
る
戦
後
の
土
地
改
良
と
そ
れ
に
と
も
な
う
農
業
の
動
向
に
つ
い
て
記
述
し
て
き
た
。

い
ま
、
そ
れ
を
簡
単
に
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要
約
し
て
結
び
に
か
え
た
い
。

1 

江
刺
平
野
に
お
け
る
戦
後
の
土
地
改
良
は
、

は
じ
め
戦
前
に
計
画
さ
れ
た
耕
地
整
理
組
合
事
業
を
う
け
つ
い
で
お
こ
な
わ
れ
た
。

こ
の
事
業
の
ね
ら
い
は
、
土
地
生
産
性
の
向
上
に
よ
る
食
糧
の
増
産
に
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
大
正
期
か
ら
一
貫
し
て
み
ら
れ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
経
済
の
高
度
成
長
政
策
後
の
土
地
改
良
は
、
機
械
化
農
法
の
定
着
に
よ
っ
て
労
働
生
産
性
の
向
上
を
求
め
る
方

向
に
変
っ
て
き
た
。

2 

戦
後
新
ら
し
く
計
画
さ
れ
た
平
野
の
土
地
改
良
事
業
は
、
昭
和
三
四
年
か
ら
四
三
年
に
い
た
る
ま
で
十
三
地
区
で
お
こ
な
わ
れ
て

き
た
。
こ
れ
ら
諸
事
業
に
共
通
す
る
特
色
は
、
各
事
業
と
も
お
の
お
の
個
別
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
事
業
内
容
に
そ

う
大
き
い
差
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
誇
事
業
と
も
、
戦
前
の
耕
地
整
理
組
合
事
業
に
よ
る
耕
地
条
件
の
地
域
差
の

解
消
を
う
け
て
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

3 

平
野
の
用
水
幹
線
は
北
上
川
を
主
水
源
と
し
て
き
た
が
、
昭
和
四

0
年
代
に
入
っ
て
、
そ
れ
の
老
朽
化
を
直
接
的
な
契
機
と
し
て

用
排
水
改
良
、
お
よ
び
圃
場
整
備
を
含
む
県
営
土
地
改
良
事
業
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
大
型
機
械
化
農
法
の
実
現

を
計
る
西
部
卒
担
地
区
事
業
を
先
駆
的
事
業
と
し
つ
つ
、
新
ら
し
い
米
作
技
術
体
系
確
立
の
前
提
条
件
と
し
て
用
水
の
安
定
給
水
が

必
要
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

4 

土
地
改
良
後
の
農
業
で
め
だ
つ
こ
と
は
、
耕
地
整
理
組
合
事
業
の
場
合
と
同
じ
く
米
の
単
作
化
へ
の
指
向
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ

は
平
野
全
域
に
一
致
し
て
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
傾
向
が
よ
り
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
が
、
平
野
の
低
位
部
に
位

置
す
る
東
部
一
帯
で
あ
り
、
自
然
堤
防
に
位
置
す
る
西
部
一
帯
は
米
を
基
幹
作
目
と
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
畑
作
部
門
の
一
つ
を
く
み

入
れ
た
〈
米

+
α
Vと
い
う
複
合
経
営
が
定
着
化
し
つ
つ
あ
る
。



5 

土
地
改
良
事
業
の
ね
ら
い
の
一
つ
で
あ
る
大
型
機
械
の
導
入
に
よ
る
農
業
の
省
力
化
は
、
農
業
構
造
改
善
事
業
が
お
こ
な
わ
れ
た

西
部
平
坦
地
区
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
米
作
の
省
力
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
余
剰
労
力
を
米
作
以
外
の
部
門
に
投
入
し
て
農
業
生
産
を

244 

大
幅
に
あ
げ
る
方
向
で
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
は
ア
ル
フ
ァ
部
門
が
経
済
的
に
有
利
な
こ
と
を
前
提
に
し
て
可
能
な
の

で
あ
っ
て
、
こ
の
期
に
成
長
し
て
き
た
農
外
労
働
市
場
の
充
実
と
い
う
農
業
を
と
り
ま
く
条
件
の
変
化
は
、
こ
の
期
待
と
は
別
に
米

作
の
充
実
を
基
盤
に
、
農
外
労
働
に
よ
っ
て
家
計
の
維
持
を
計
る
も
の
の
輩
出
を
み
て
い
る
。
兼
業
農
家
の
大
幅
な
増
加
は
そ
の
端

的
な
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

付
記
本
研
究
は
拙
論
「
農
業
地
域
の
研
究
動
向
と
後
進
地
域
研
究
の
課
題
|
|
岩
手
県
を
中
心
に
」
(
新
地
理
二
ハ
巻
第
一
号
)
に
与
え
ら
れ
た
昭

和
四
五
年
度
日
本
地
理
教
育
学
会
研
究
補
助
金
に
よ
っ
た
。
記
し
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

註
・
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文
献

〈

1
)

四
三
年
の
土
地
利
用
は
耕
地
整
理
事
業
終
了
時
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形
成
さ
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の
の
延
長
で
あ
る
。

(
2
)

江
刺
町
江
刺
市
の
分
析
と
振
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対
策
昭
和
二
九
年
。

(
3
)

畑
作
部
門
が
商
業
経
営
化
し
た
も
の
を
複
合
経
営
と
み
な
し
た
。

(
4
)

江
刺
市
の
市
制
は
昭
和
三
三
年
江
刺
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を
中
心
に
施
行
さ
れ
た
。
大
正
七
年
と
昭
和
二
八
年
の
諸
作
物
は
、
米
が
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四
四
四
町
か
ら
四
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六

O

町
、
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が
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九
五
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町
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ら
七
五
町
、
桑
園
が
六
五
六
町
か
ら
四

O
町
と
変
っ
て
い
る
。
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5
)

大
谷
省
三
編
現
代
日
本
農
業
経
済
論
一
七
一
頁
。
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(
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(
8
)
 

(
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(
叩
)

(
日
)

(
M
M
〕

(
臼
)

(
U
H
)
 

(
日
)

前

掲

経

済

論

=

三

l
一
三
二
頁
。

農
政
調
査
会
水
田
の
基
盤
整
備
二
四
頁
。

江
刺
市
役
所
編
江
刺
の
十
年
昭
和
四
十
年
。

前
掲
基
盤
整
備
三
頁
。

地
区
内
に
誘
置
し
た
工
場
へ
就
職
す
る
な
ど
の
対
策
を
こ
う
じ
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
農
業
構
造
改
善
事
業
の
一
環
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

稲
瀬
農
協
ご
案
内
昭
和
四
七
年

西
部
平
坦
第
一
土
地
改
良
事
業
計
画
書

石
川
武
男
編
著
土
地
改
良
区
の
研
究

農
政
調
査
委
員
会
開
田
一
一
一
頁
。

一
七
二
頁
。




